
◀中村センター長の研究成果が  
　掲載されたJAXAのパンフレット
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▶1986年　University�of�Toronto,�Ph.D.
▶1986年　�フランス・パリ第６、第７大学地球物理学研究所　

研究員
▶1987年　岡山大学地球内部研究センター　助手
▶1995年　岡山大学固体地球研究センター　教授
▶2003年　岡山大学固体地球研究センター　センター長
▶2014年　岡山大学地球物質科学研究センター　センター長

地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

「高度な知の創成と的確な知の継承」—。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

中
村 
栄
三

◀鳥取県の三朝地区にある
　地球物質科学研究センター

幅
広
い
研
究
対
象�

　

研
究
成
果
は
多
岐
に
わ
た
る
。
同

セ
ン
タ
ー
の
多
様
な
分
析
機
器
を
駆

使
し
て
、
鳥
取
県
の
大
山
（
標
高

１
７
２
９
メ
ー
ト
ル
）
の
“
誕
生
”

経
緯
を
解
き
明
か
し
た
り
、
ロ
シ
ア

に
落
下
し
た
隕
石
の
太
陽
系

で
の
変
遷
を
突
き
止
め

る
な
ど
し
て
き
た
。　

「『
面
白
い
』と
感
じ
た
ら
、

何
で
も
取
り
組
む
」
と
話

す
よ
う
に
、
研
究
対
象
は

地
下
数
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
マ

ン
ト
ル
か
ら
宇
宙
ま
で
と
幅
広
い
。

　

今
年
４
月
に
は
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
宇
宙
科

学
研
究
所
の
客
員
教
授
に
就
任
。

イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
や
本
年
度

中
の
打
ち
上
げ
を
目
指
す
「
は

や
ぶ
さ
２
」
が
持
ち
帰
る
で
あ

ろ
う
小
惑
星
試
料
の
分
析
態

勢
を
指
導
す
る
。

地
学
へ
の
目
覚
め�

　
「
正
直
言
う
と
、
勉
強
は
全
く
し
て

い
な
か
っ
た
」
と
、
自
身
の
中
学
・

高
校
時
代
を
振
り
返
る
。
幼
少
期
は

山
や
川
や
海
、
自
然
の
中
で
過
ご
す

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
地
学
の
勉
強

を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
大
学
受

験
の
時
。「
一
番
薄
い
教
科
書
だ
っ
た

か
ら
」
と
そ
の
理
由
を
明
か
す
。

　

大
学
入
学
後
は
マ
グ
マ
に
興
味
を

持
ち
、
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な

マントルから宇宙まで
最先端の分析技術で謎を解明
世界トップレベルの物質分析技術を “武器 ” に、
地球や宇宙の謎を解明し続ける岡山大学地球物質科学研究センター。
そのトップを務める中村栄三センター長は、
国際的にも高い評価を受けるさまざまな成果を挙げてきた。
宇宙同様、大きな志を持ちながら、日々、研究にまい進している。

る
。「
幼
い
こ
ろ
遊
ん
で
い
た
場
所
は
、

マ
グ
マ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
形
。

そ
の
こ
と
は
何
と
な
く
知
っ
て
い
た

が
、
物
質
科
学
的
に
掘
り
下
げ
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」。
自
身
も
知

ら
ぬ
間
に
、
身
近
な
古
里
の
自
然
が
、

将
来
歩
む
べ
き
道
を
と
も
し
て
く
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

技
術
の
伝
承�

　

学
生
に
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
物
質

科
学
研
究
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、「
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
毎
年
実
施
。
例
年
、
世

界
中
か
ら
70
～
80
人
の
応
募
が
あ
り
、

約
10
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。「
研
究

者
は
自
己
完
結
で
終
わ
っ
て
は
い
け

な
い
。
得
た
知
識
や
経
験
を
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
、
学
問

は
発
展
す
る
」
と
言
う
よ
う
に
、“
技

術
（D

iscipline

）
の
伝
承
”
を
大
切

に
し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
に
し
か
で

き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学
問
を
追
究
し

て
成
果
を
挙
げ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

こ
こ
で
学
び
た
い
と
い
う
人
が
集
ま

り
、
巣
立
っ
た
人
間
は
こ
こ
を
誇
り

に
思
う
だ
ろ
う
」。

　

宇
宙
は
急
激
に
膨
張
す
る
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
始
ま
り
無
限

に
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
田
舎
の
小
さ
な
セ
ン
タ
ー
だ
が
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う

な
、
発
信
の
起
点
で
あ
り
た
い
」。
そ

う
考
え
て
い
る
。

あ
ふ
れ
る
遊
び
心�

　

エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
抜
け
る
と
、
青

や
黄
色
の
カ
ラ
フ
ル
な
壁
、
扉
が
目

の
前
に
現
れ
た
。
地
球
物
質
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
内
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
。

ス
タ
ッ
フ
ら
で
“
模
様
替
え
”
し
た

室
内
は
、
無
機
質
な
「
研
究
施
設
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。

　

最
先
端
の
分
析
機
器
に
は
、
イ
ヌ
、

サ
ル
、
キ
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
が
つ
い
た

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
貼
っ
て
あ
る
。

機
器
の
一
部
に
、
岡
山
ら
し
い
愛
称

を
つ
け
て
お
り
、論
文
で
も「
I
N
U
」

「
S
A
R
U
」な
ど
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
研
究
は
楽
し
い
も
の
。
と
に
か
く

何
で
も
楽
し
ま
な
い
と
」
と
中
村
セ

ン
タ
ー
長
。
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
が
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星
「
イ

ト
カ
ワ
」
の
微
粒
子
か
ら
発
見
し
た

多
数
の
小
さ
な
ク
レ
ー
タ
ー
（
直
径

１
０
０
～
２
０
０
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）

に
は
、
形
が
大
手
ド
ー
ナ
ツ
チ
ェ
ー

ン
の
人
気
商
品
に
似
て
い
た
こ
と
か

ら
「
ポ
ン
デ
リ
ン
グ
ク
レ
ー
タ
ー
」

と
名
付
け
た
。


